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ハ
イ
、ポ
ー
ズ
！

輝
く
二
十
歳
の
一
枚
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誓
い
の
言
葉

　

本
日
、
成
人
の
日
を
迎
え
た
私
た

ち
の
門
出
に
際
し
、
こ
の
よ
う
な
盛

大
な
式
典
を
催
し
て
頂
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
今
は
、

町
長
様
を
は
じ
め
、
ご
来
賓
の
皆
様

よ
り
お
祝
い
や
激
励
の
お
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
新
成
人
を
代
表
し

て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
ど
ん
な
と
き
で
も
大
き
な
心
で

受
け
と
め
、
見
守
り
育
て
て
く
れ
た

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
い
つ
も
側

に
い
て
く
れ
た
家
族
の
皆
さ
ん
、
社

会
に
出
る
心
構
え
を
教
え
導
い
て
く

だ
さ
っ
た
恩
師
、
こ
の
よ
う
な
式
を

用
意
し
て
く
だ
さ
っ
た
み
や
こ
町
の

皆
様
、
本
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

私
た
ち
を
と
り
ま
く
社
会
は
、
格

差
拡
大
や
環
境
破
壊
な
ど
、
と
て
も

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

中
、
今
、
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て
努

力
し
て
い
る
人
も
い
れ
ば
、
日
々
の

生
活
に
追
わ
れ
な
が
ら
た
だ
何
と
な

く
過
ご
し
て
し
ま
っ
て
い
る
人
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
成
人
と
な

り
、
た
く
さ
ん
の
自
由
と
権
利
を
手

に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の

一
方
で
多
く
の
責
任
と
義
務
も
負
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
日
々

を
ど
う
過
ご
し
て
い
く
か
は
、
自
分

次
第
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

　

私
は
、
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
の

さ
ら
な
る
躍
進
を
目
指
し
て

輝
く
人
た
ち
が
描
く

希
望
と
覚
悟
を
探
る

　自分の夢そして希望を携えた新成人は
とてもまぶしく見えました。
しかし、みやこ町で輝いているのは新成
人ばかりではありません。
　今月は各分野で光り輝く人たちを紹介
します。

みやこ町　　　輝く人たち

約
二
年
間
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
生

活
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
最
初

に
感
じ
た
こ
と
は
、
社
会
に
出
る
こ

と
の
難
し
さ
で
し
た
。

　

あ
る
時
は
、
小
さ
な
子
ど
も
が
私

に
石
を
投
げ
つ
け
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
は
私
が
ア
ジ
ア
人
だ
か
ら
と
い

う
理
由
で
し
た
。
ま
た
あ
る
時
は
、

車
を
洗
う
仕
事
を
し
て
い
て
「
ａ　

ｌ
ｏ
ｔ
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
が
理

解
で
き
ず
、
お
客
さ
ん
と
ト
ラ
ブ
ル

に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
時
、
一
緒
に
働
い
て
い
る
現
地
の

仲
間
が
身
振
り
手
振
り
で
懸
命
に

教
え
て
く
れ
、
解
決
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。こ
の
二
年
間
の
生
活
で
、

私
は
人
種
や
言
葉
の
壁
に
ぶ
つ
か

り
、
苦
し
み
ま
し
た
が
、
ど
ん
な
に

苦
し
い
状
況
に
あ
っ
て
も
、
夢
を
持

ち
、
自
信
を
も
っ
て
行
動
を
起
こ
し

て
い
け
ば
、
支
え
合
う
仲
間
の
絆
が

　

成
人
の
日
は
、
１
９
４
８
年
に

「
1
月
15
日
は
、
大
人
に
な
っ
た
こ

と
を
自
覚
し
、
自
ら
生
き
抜
こ
う

と
す
る
青
年
を
祝
い
励
ま
す
日
」

と
法
律
で
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
２
０
０
０
年
に
制
定

さ
れ
た
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー
法
に

基
づ
き
1
月
の
第
2
月
曜
日
に
改

正
さ
れ
て
い
ま
す
。

成
人
式
の
存
在
意
義

　

成
人
の
日
は
、
新
成
人
た
ち
が

両
親
や
周
り
の
大
人
た
ち
に
保
護

さ
れ
て
き
た
子
ど
も
時
代
を
終
え
、

自
立
し
、
大
人
の
社
会
へ
仲
間
入

り
す
る
こ
と
を
自
覚
す
る
た
め
の

儀
式
（
成
人
式
）
を
行
う
日
で
す
。

　

各
地
方
自
治
体
で
成
人
の
日
な

ど
に
行
わ
れ
る
成
人
式
で
は
、
女

性
は
振
り
袖
、
男
性
は
ス
ー
ツ
や

羽
織
袴
な
ど
の
正
装
に
身
を
包
み
、

首
長
を
は
じ
め
来
賓
の
み
な
さ
ん

か
ら
祝
福
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　

近
年
、
成
人
式
で
一
部
の
新
成
人

が
野
次
を
飛
ば
す
な
ど
ト
ラ
ブ
ル

を
引
き
起
こ
す
場
面
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。

　

み
や
こ
町
の
成
人
式
で
は
、
マ
ス

コ
ミ
な
ど
で
報
道
さ
れ
る
よ
う
な

非
常
識
な
行
為
は
見
ら
れ
ず
、
来
賓

と
出
席
し
て
い
ま
す
み
な
さ
ん
か

ら
「
本
当
に
出
席
し
て
よ
か
っ
た
」

と
思
わ
れ
る
式
が
執
り
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
今
年
は
、
前
田
昭
彦
さ
ん
が

行
っ
た
誓
い
の
言
葉
の
内
容
は
と

て
も
素
晴
ら
し
く
、
式
典
終
了
後
に

話
題
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を

み
な
さ
ん
に
お
届
け
し
ま
す
。

↑誓いの言葉を終え、白石春夫みやこ町長（左）と握手を交わす前田昭
あきひこ

彦さん（右）

↑犀川少年少女合唱団によるお祝いコーラス
←式典終了後には、サン・グレートみやこ前で仲間たち
との写真撮影や思い出話に花が咲いていました。

【参加者】　210 人
新成人　昭和 62 年 4 月 2 日～昭和 63 年 4 月 1日の
間に生まれた人（犀川地区：61 人　勝山地区：64 人
豊津地区：85 人）

生
ま
れ
、
未
来
を
切
り
開
い
て
い

け
る
と
い
う
希
望
を
持
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ポ
ー
ル
・
マ
イ
ヤ
ー
と
い
う
人

は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
す
。

「
鮮
や
か
に
想
像
し
、熱
烈
に
望
み
、

心
か
ら
信
じ
、
魂
を
込
め
た
熱
意

を
持
っ
て
行
動
す
れ
ば
、
何
事
も

必
ず
実
現
す
る
」
と
。

　

私
は
こ
の
言
葉
の
よ
う
に
、
こ

れ
か
ら
の
人
生
を
切
り
開
い
て
い

き
ま
す
。
私
た
ち
の
若
い
力
が
き

っ
と
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
変
え
て

い
く
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
く
は

ず
で
す
。

　

今
日
の
こ
の
日
を
き
っ
か
け
に
、

私
た
ち
は
自
分
の
可
能
性
を
信
じ

て
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
で

い
き
、
未
来
を
つ
く
る
大
人
に
な

る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

平
成
20
年
１
月
13
日

新
成
人
代
表　

前
田
昭
彦

記念品贈呈で目録受
領する吉川智之さん
と記念品受領する森
香奈子さん（上）。
会場内やホールで撮
影をさせていただき
ました（右上、右）。
ご協力ありがとうご
ざいました。

特集
Future
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みやこ町　　輝く人たち
各分野で好成績そして名誉ある賞に輝く人たち。

その勢いは町内で、町外でもとどまることを知らない。
昨年に町内でさまざまな賞を受賞されたみなさんを紹介します。

みやこ町が輝き続けるためには、住民のみなさん抜きには語れません。

中村 仁さん（田中）

全日本マスターズ陸上競技選手権大会
で 100m 走（14 秒 36）、槍投げ（39m25）
で優勝。

鹿嶋 美鈴さん（国作）

エアロビクスのエンジョイサーキット部
門で日本 1 位に輝く。

吉武 順一郎さん（勝山黒田）

全国地域安全運動中央大会で防犯栄誉銅
章を受賞。

原田 正文さん（上原）

文部科学大臣から「平成１９年度社会教育
功労者表彰」を受賞。

梅本 正さん（勝山松田）

消防関係（元勝山町消防団副団長）及び
行政関係（元勝山町長）が評価され瑞宝
双光章を受賞。

鈴木 沙也加さん（犀川上伊良原）

第 27 回全国中学生人権作文コンテスト福
岡県大会で、伊良原中学校２年の鈴木沙
也加さんが奨励賞を受賞。

特集
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10
年
後
、
20
年
後
の
農
業
を

　

み
や
こ
町
犀
川
地
区
は
、
福

岡
県
の
北
東
部
に
あ
り
、
豊
か

な
自
然
環
境
と
肥
沃
な
水
田
を

要
す
る
地
域
で
す
。
国
が
進
め

る
農
業
施
策
に
よ
っ
て
、
ほ
場

整
備
が
進
み
、
田
は
大
き
く
な

り
、
農
道
も
水
路
も
整
備
さ
れ
、

作
業
効
率
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、「
田
ん
ぼ
が
大
き

く
な
っ
て
も
、
後
継
者
が
い
な

け
れ
ば
集
落
の
田
は
荒
れ
て
し

ま
う
」
と
い
う
危
機
感
か
ら
、

10
年
後
そ
し
て
20
年
後
の
農
業

に
つ
い
て
集
落
で
知
恵
を
絞
り

ま
し
た
。

営
農
組
合
設
立
そ
し
て
・
・
・

　
「
共
同
作
業
に
よ
っ
て
集
落

の
農
業
を
守
る
」
と
い
う
理
念

の
基
、
平
成
8
年
に
構
成
員

21
人
で
農
作
業
受
託
組
合
を

作
り
、
翌
年
に
集
落
の
全
農
家

（
53
戸
）
が
加
入
し
て
、
柳
瀬

営
農
組
合
を
設
立
し
ま
し
た
。

み
や
こ
町
の
ゴ
ボ
ウ
は
、
昔

か
ら
「
犀
川
ゴ
ボ
ウ
」「
柳
瀬

ゴ
ボ
ウ
」
と
し
て
有
名
で
し
た

が
、
生
産
者
の
高
齢
化
に
伴
い
、

栽
培
面
積
が
激
減
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
柳
瀬
地
区
で
は
女
性

を
含
め
、
農
地
を
守
る
体
制
が

整
っ
た
こ
と
か
ら
、
地
域
の
特

産
品
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
ゴ

ボ
ウ
の
生
産
に
取
り
組
み
始
め

ま
し
た
。

そ
の
活
動
が
実
を
結
び
、「
柳

瀬
の
ゴ
ボ
ウ
」
が
見
事
復
活

し
、
現
在
で
は
「
博
多
新
ゴ
ボ

ウ
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
で
販
売

し
て
い
ま
す
。
こ
の
ゴ
ボ
ウ
の

特
徴
は
他
と
比
較
す
る
と
短
く

て
、
ゴ
ボ
ウ
独
自
の
風
味
が
強

く
、
柔
ら
か
い
と
好
評
で
、
主

に
関
東
・
北
九
州
に
出
荷
し
て

い
ま
す
。

売
れ
て
い
ま
す
！

　

昨
年
、
10
月
25
日
に
は
こ

の
ゴ
ボ
ウ
の
惣
菜
を
町
内
の
直

売
所
「
四
季
犀
館
」
で
販
売
す

る
た
め
、
惣
菜
の
試
食
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
同
組
合
の
女
性

組
合
員
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

い
、
作
っ
た
料
理
は
き
ん
ぴ
ら

ゴ
ボ
ウ
、
肉
巻
き
、
味
噌
煮
な

ど
8
種
類
。
ど
れ
も
口
に
入
れ

る
と
、「
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
」
と

音
が
聞
こ
え
る
よ
う
な
食
感
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
12
月
19
日
に
は
Ｒ
Ｋ

Ｂ
毎
日
放
送
「
今
日
感
テ
レ
ビ
」

が
柳
瀬
地
域
に
取
材
に
訪
れ
ま

し
た
。
取
材
で
は
営
農
組
合
の

田
中
照
磨
さ
ん
が
レ
ポ
ー
タ
ー

の
質
問
に
答
え
な
が
ら
、「
柳

瀬
の
ゴ
ボ
ウ
」
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
番
組
は
生
放
送

で
、
販
売
し
て
い
る

直
売
所
で
は
注
文
が

殺
到
し
、
そ
の
対
応

に
追
わ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

博
多
新
ゴ
ボ
ウ

（
一
袋
１
２
０
円
）

は
四
季
犀
館
で
販
売

さ
れ
、
電
話
で
注
文

も
で
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご

賞
味
く
だ
さ
い
。

↑RKB 毎日放送の取材風景↑惣菜試食会の準備をする営農女性部↑活動が評価され、農林水産大臣表彰を受賞

↑農林産物直売所「四季犀館」
営業時間　8 時～ 18 時
店休日　1 月 1 日～ 4 日
お問い合わせ先　☎ 0930・42・3339
※ホームページは近日公開予定

WHAT'S
農山漁村いきいきシニア活動表彰とは
　高齢化が進展する中、農林漁業などの活性
化を図っていくには、地域の特性を生かしつ
つ、知識や経験が豊富な高齢者による自主的
な活動が現在求められています。
　このため、農山漁村地域のいきいきとした
シニア活動を展開している高齢者やそれを支
援する団体を表彰することによって、高齢者
対策の取り組みを助長し、地域の自主的な取
り組みの推進に資するための表彰です。

↑写真にある f マークは、福岡県減農薬・減化
学肥料栽培認証制度の認証マークのことです。

受
賞
の
経
過

　

柳
瀬
営
農
組
合
は
昨
年
9

月
5
日
、
農
山
漁
村
い
き
い

き
シ
ニ
ア
活
動
表
彰
の
福
岡

県
代
表
と
し
て
推
薦
を
受
け
、

全
国
段
階
の
審
査
に
応
募
し

ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
で
あ
る
農
林
水

産
大
臣
賞
は
全
国
39
点
の
応

募
か
ら
3
点
（
農
村
地
域
部

門
2
点
、
山
村
・
漁
村
地
域

部
門
1
点
）
が
選
定
さ
れ
、

柳
瀬
営
農
組
合
は
そ
の
中
か

ら
農
村
地
域
部
門
で
大
臣
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

審
査
好
評
で
は
、
高
齢
者

が
ま
と
め
役
と
な
っ
て
、
集

落
営
農
を
組
織
化
し
て
地
域

の
農
地
を
守
っ
て
い
る
点
、

そ
し
て
女
性
が
中
心
と
な
っ

て
ゴ
ボ
ウ
の
産
地
復
活
や
そ

の
他
の
野
菜
栽
培
、
更
に
は

小
学
生
の
農
作
業
体
験
の
活

動
な
ど
、「
高
齢
者
を
中
心
と

し
た
集
落
営
農
を
組
織
化
し
、

国
の
モ
デ
ル
と
な
る
優
れ
た

事
例
」
で
あ
る
こ
と
が
高
く

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

ラ
イ
バ
ル
が
ひ
し
め
く
全
国
審
査
会
に
お
い
て

最
優
秀
賞
の
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

柳瀬営農組合

と暮らし

↓
棚
瀬
営
農
組
合
が
丹
精
込
め
て
作
っ
た
「
柳
瀬
の
ゴ
ボ
ウ
」。
博
多
新

ゴ
ボ
ウ
の
ブ
ラ
ン
ド
で
販
売
中

み
や
こ
町　

輝
く
人
た
ち

食

↑花束を受け取る田中正義柳
瀬営農組合組合長

　食べる物だから安心して口に入れた
い。地域で作ったものを地域で消費する

「地産地消」が浸透し始めた昨今。
　みやこ町でまたひとつ自慢の品が増え
ました。

↑柳瀬営農組合が柳瀬小学校の
児童に田植え体験を行いました。

特集
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　平成20年度（平成19年分）町県民税・国民健康保険税及び確定
申告の受付を2月13日～3月17日の間、上記の日程で行います。
各会場での受付時間は午前の部 9時～11時30分、午後の部13時
～18時となっています。ただし、 城井出張所及び伊良原出張所で
の受付時間は、午前の部 9時～11時30分、午後の部 13時～17時で
す。また、午前の部は、大変混雑します。受付多数の場合は、午後の
部に行っていただく場合がありますので、ご了承ください。

【
持
参
書
類
な
ど
】

●
申
告
用
紙
（
確
定
申
告
で
、
税

務
署
か
ら
用
紙
が
送
ら
れ
て
き
て

い
る
人
の
み
）

●
印
鑑

●
昨
年
中
に
支
払
っ
た
各
種
生
命

保
険
、
国
民
年
金
の
支
払
証
明
書

な
ど

●
給
与
、
年
金
所
得
者
は
、
源
泉

徴
収
票
（
平
成
19
年
分
）
ま
た
は
、

所
得
の
確
認
の
で
き
る
証
明
書

●
所
得
税
の
還
付
が
あ
る
人
は
、

金
融
機
関
の
口
座
番
号
の
控
え

●
農
業
所
得
者
は
、
貯
金
、
預
金

通
帳
（
農
協
）、
収
入
明
細
書
、
農

業
に
関
す
る
領
収
書

　

新
た
に
農
機
具
の
購
入
、
買
い

替
え
を
し
た
人
は
、
機
種
、
購
入

年
月
日
、
価
格
な
ど
の
分
か
る
購

入
明
細
書
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
（
農
業
所
得
の
申
告
に
つ
い

て
は
、
全
て
収
支
計
算
に
よ
る
申

告
と
な
っ
て
い
ま
す
）。

　
（
注
）
事
業
所
得
（
農
業
所
得
な

ど
）
に
お
け
る
租
税
公
課
に
つ
い

て
、
固
定
資
産
税
な
ど
の
納
税
通

知
書
及
び
領
収
書
を
確
認
し
て
計

算
し
ま
す
。
経
費
と
し
て
計
上
す

る
場
合
は
、
申
告
会
場
で
は
、
確

認
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
不
動
産
所
得
、
事
業
所
得
な
ど

に
つ
い
て
は
、
必
ず
収
支
の
内
訳

が
分
か
る
よ
う
に
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

●
医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
人

は
、
必
ず
医
療
費
の
計
算
を
行
っ
て

明
細
書
を
作
成
し
、
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

●
障
害
者
控
除
を
受
け
ら
れ
る
人

は
、
障
害
者
手
帳
な
ど
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

※
申
告
を
行
う
際
の
注
意
事
項

○
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
世
帯
は
、
所
得
が
な
い
場
合
で
も

申
告
を
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
税
金
の
か
か
ら
な
い

所
得
（
遺
族
年
金
、
障
害
者
年
金
、

老
齢
福
祉
年
金
、
失
業
等
給
付
、
仕

送
り
な
ど
）
に
つ
い
て
も
申
告
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

○
農
業
所
得
、
不
動
産
所
得
、
営
業

所
得
な
ど
を
有
し
て
い
る
人
は
、
平

成
19
年
分
収
支
内
訳
書
を
作
成
し

て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
収
入
及
び
経
費
の
確
認
で
き
る

書
類
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
所
得
証
明
及
び
所
得
課
税
証
明

を
必
要
と
さ
れ
る
人
は
、
必
ず
申
告

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
申
告
内
容
【
確
定
申
告
書
が
送
付

さ
れ
て
き
た
人
、
譲
渡
（
土
地
・
株

式
な
ど
）
所
得
な
ど
】
に
よ
っ
て
は

行
橋
税
務
署
で
の
申
告
を
お
願
い

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

軽
自
動
車
税
は
4
月
1
日
現
在
の

登
録
者
に
課
税
さ
れ
ま
す

　

軽
自
動
車
税
は
月
割
課
税
制
度

が
な
い
た
め
、
賦
課
期
日
の
4
月
1

日
ま
で
に
廃
車
手
続
き
を
終
了
し

て
い
な
い
場
合
、
4
月
1
日
現
在
の

登
録
者
に
1
年
分
の
税
金
が
課
税

さ
れ
ま
す
。「
乗
っ
て
い
な
い
」「
業

者
に
渡
し
た
」「
知
人
に
譲
っ
た
」「
盗

難
に
あ
っ
た
」
な
ど
の
場
合
、
手
続

き
を
す
れ
ば
新
年
度
か
ら
の
税
金

は
か
か
り
ま
せ
ん
。

平成20年度町県民税・国民健康保険税
及び確定申告のお知らせ

〔
廃
車
・
名
義
変
更
手
続
き
先
〕

【
バ
イ
ク
（
１
２
５
ｃ
ｃ
以
下
）・

農
機
具
な
ど
】

お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
税
務
課
☎
３
２
・
２
５
１
５　

（
内
線
１
１
４
・
１
１
５
）

豊
津
支
所
総
合
窓
口
課

☎
３
３
・
３
１
１
１

犀
川
支
所
総
合
窓
口
課

☎
４
２
・
０
０
０
１

【
バ
イ
ク
】

（
１
２
５
ｃ
ｃ
を
超
え

２
５
０
ｃ
ｃ
以
下
の
も
の
）

お
問
い
合
わ
せ
先

全
国
軽
自
動
車
協
会
連
合
会

☎
０
９
３
・
４
７
４
・
５
０
２
５

【
バ
イ
ク
】

（
２
５
０
ｃ
ｃ
を
超
え
る
も
の
）

お
問
い
合
わ
せ
先

九
州
運
輸
局　

福
岡
運
輸
支
局　

☎
０
５
０
・
５
５
４
０
・
２
０
７
９

【
軽
自
動
車
】

お
問
い
合
わ
せ
先

軽
自
動
車
検
査
協
会

☎
０
９
３
・
４
７
４
・
３
３
０
１

行
橋
京
都
自
家
用
自
動
車
協
会

☎
２
３
・
０
８
５
０

お
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
住
民
税
係☎

３
２
・
２
５
１
５

（
内
線
１
１
４
・
１
１
５
）

平
成
20
年
４
月
か
ら

国
民
健
康
保
険
税
の
徴
収
方
法
が

か
わ
り
ま
す
。

　

65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
、
４
月
１

日
現
在
、年
額
18
万
円
以
上
の
老
齢
、

退
職
、
障
害
、
遺
族
年
金
を
受
け
て

い
る
人
の
世
帯
で
、
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
で
あ
る
世
帯
主
の
年

金
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
の
徴
収

（
特
別
徴
収
）
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

１
．
対
象
者
（
世
帯
）

①
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
被
保
険

者
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯

②
年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
受
給

者
（
世
帯
主
）

③
介
護
保
険
料
と
国
民
健
康
保
険

税
を
合
わ
せ
た
額
が
年
金
額
の
１

／
２
を
超
え
な
い
被
保
険
者
（
世
帯

主
）

２
．
徴
収
月

　

徴
収
月
は
、
４
月
・
６
月
・
８
月
・

10
月
・
12
月
・
２
月
の
年
６
回
と
な

り
ま
す
。

※
４
月
・
６
月
・
８
月
の
３
回
の
特

別
徴
収
は
仮
徴
収
（
前
年
度
の
保
険

税
の
６
か
月
分
）

10
月
・
12
月
・
２
月
の
３
回
の
特
別

徴
収
は
本
算
定
（
当
該
年
度
の
保
険

税
か
ら
仮
徴
収
分
の
差
額
）

　

特
別
徴
収
が
開
始
さ
れ
る
人
に

つ
い
て
は
、
４
月
の
上
旬
に
特
別
徴

収
（
仮
徴
収
）
決
定
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
。

日付 曜日 場所 対象地区
2 月21日 木 城井出張所 内垣・犬丸・下木井
2 月22日 金 城井出張所 上木井・横瀬
2 月25日 月 伊良原出張所 上伊良原
2 月26 日 火 伊良原出張所 下伊良原
2 月27日 水 伊良原出張所 扇谷・帆柱
2 月28 日 木 犀川文化会館 蔵持・上高屋・八ツ溝・

下高屋団地
2 月29 日 金 犀川文化会館 下高屋・末江・古川
3月3 日 月 犀川文化会館 続命院・久富
3月4日 火 犀川文化会館 上本庄・陽の里
3月5日 水 犀川文化会館 中本庄・下本庄・鐙

畑
3月6 日 木 犀川文化会館 桜台・今里・喜多良
3月7日 金 犀川文化会館 山鹿・大熊
3月10 日 月 犀川文化会館 柳瀬・大坂・松坂
3月11日 火 犀川文化会館 崎山
3月12日 水 犀川文化会館 大村・木山・生立
3月13 日 木 犀川文化会館 谷口・花熊

日付 曜日 場所 対象地区
2 月13 日 水 みやこ町本庁　３階大会議室 上田１・上田２・勝山
2 月14日 木 みやこ町本庁　３階大会議室 中黒田２・下黒田１
2 月15日 金 みやこ町本庁　３階大会議室 上黒田１・小長田団地・勝山団地
2 月18 日 月 みやこ町本庁　３階大会議室 上黒田２・中黒田１・その他（行政区外）
2 月19 日 火 みやこ町本庁　３階大会議室 中黒田３・下黒田２
2 月20 日 水 みやこ町本庁　３階大会議室 箕田１・箕田２・箕田３
3月3 日 月 諫山地区活性化センター 池田・岩熊・岩熊団地
3月4日 火 諫山地区活性化センター 上矢山・矢山・上河内
3月5日 水 諫山地区活性化センター 下河内・長川・長川団地
3月6 日 木 諫山地区活性化センター 宮原・宮原団地・米山・その他（行政区外）
3月7日 金 久保地区学習等供用施設 御手水・図師・勝山苑・上野ヶ丘
3月10 日 月 久保地区学習等供用施設 上久保２・下久保・鳥越・南陽台
3月11日 火 久保地区学習等供用施設 上久保１・平尾
3月12日 水 久保地区学習等供用施設 上野・下田・新町・菩提・飛松
3月13 日 木 久保地区学習等供用施設 中久保・新町団地・上久保団地・三島団地・

その他（行政区外）

日付 曜日 場所 対象地区
2 月13 日 水 祓郷学習施設 国作・下原
2 月14日 木 祓郷学習施設 呰見・有久
2 月15日 金 祓郷学習施設 綾野・田中・徳政
2 月18 日 月 祓郷学習施設 徳永・惣社
2 月19 日 火 節丸学習施設 節丸上・節丸下・西区・

布引
2 月20 日 水 節丸学習施設 上原・光冨・光冨団地・

吉岡
2 月21日 木 豊津支所別館 彦徳・西甲塚・長養
2 月22日 金 豊津支所別館 台ヶ下・二月谷・錦

町下
2 月25日 月 豊津支所別館 錦ヶ丘上
2 月26 日 火 豊津支所別館 錦ヶ丘下・東甲塚
2 月27日 水 豊津支所別館 上坂・台ヶ原
2 月28 日 木 豊津支所別館 緑ヶ丘・高崎・下荒

谷団地
2 月29 日 金 豊津支所別館 錦町上・国分

日付 曜日 場所 対象地区
3月14日 金 みやこ町本庁横　ゆいの郷 全地区
3月17日 月 みやこ町本庁横　ゆいの郷 全地区

勝山地区豊津地区犀川地区

全地区
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職員手当の状況　　　　
職員に支給される諸手当は条例で定められており、それ以外は支給することができません。

【期末・勤勉手当】＊　期末・勤勉手当は、民間における賞与のことです。　

区分 みやこ町 国
平成 19 年度支給割合 平成 19 年度支給割合

支給月 期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
6 月期 1.40 月分 0.725 月分 1.40 月分 0.725 月分
12 月期 1.60 月分 0.775 月分 1.60 月分 0.775 月分

計 3.00 月分 1.5 月分 3.00 月分 1.5 月分
職制上の段階、職務の級による加算措置有

【退職手当】＊平成18年度に退職した職員1人当たりの平均支給額は、自己都合で18,741千円、定年で25,915千円でした。

区分
みやこ町 国

平成 19 年度支給割合 平成 19 年度支給割合
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続 20 年 23.5 月分 30.55 月分 23.5 月分 30.55 月分
勤続 25 年 33.5 月分 41.34 月分 33.5 月分 41.34 月分
勤続 35 年 47.50 月分 59.28 月分 47.50 月分 59.28 月分
最高限度額 59.28 月分 59.28 月分 59.28 月分 59.28 月分
退職時の加算措置 無 無

【地域手当】( 平成 19 年 4 月 1 日現在 )　
支給率 支給対象職員数 平成 18 年度 1 人当りの平均支給年額
11％ 1 人 40,557 円

【住居・通勤・管理職手当】( 平成 19 年 4 月 1 日現在 )　
区分 内容 金額

扶養手当

配偶者
配偶者以外
① 2 人までそれぞれ
・扶養親族でない配偶者がある場合は、そのうち1人について
・配偶者がない場合は、そのうち１人について
②①以外 (3人以上 )　一人につき
③満16 歳年度始めから満 22 歳年度末までの間にある子
一人につき加算

13,000 円

6,000 円
6,500 円

11,000 円
5,000 円

5,000 円
住居手当 持家で新築 5 年まで

借家　月額 12,000 円以上につき最高限度額
2,500 円

27,000 円
通勤手当

（自動車の使用距離
に応じて右に掲げる額）

使用距離　　　    2 ㎞以上　　   5km 未満
使用距離　　　  5km 以上　　 10km 未満
使用距離　　　10km 以上　　 15km 未満
使用距離　　　15km 以上　　 20km 未満
使用距離　　　20km 以上　　 25km 未満
使用距離　　　25km 以上　　 30km 未満

2,000 円
4,100 円
6,500 円
8,900 円

11,300 円
13,700 円

管理職手当
課長・局長
参事
課長補佐・保育所長

11/100
10/100
9/100

【特殊勤務手当】( 平成 19 年 4 月 1 日現在 )　

平成 18 年度
区　　分 全職種

職員全体に占める手当支給職員の割合 0.4%
支給対象職員1人当り平均支給月額 2,000 円

平成 19 年 4 月1日現在 手当の種類 ( 手当数 ) 3 種類
代表的な手当の名称 へき地診療所の業務に従事する職員の特殊勤務手当

【時間外勤務手当】＊時間外勤務手当は正規の勤務時間を越えて勤務することを命ぜられたときに支給されるものです。

平成 18 年度 支給総額 65,130 千円
支給対象職員 1 人当り平均支給年額 270 千円

特別職の報酬の状況　( 平成 19 年 4 月 1 日現在 )　

区分 報酬・給料月額 人口 2 万～3 万人未満
の基準額

期末手当
支給月額 支給割合

町長 802,000 円 791,000 ～ 890,000 円
6 月期
12 月期

計

1.40 月
1.60 月
3.00 月

副町長 633,000 円 町村長の 73％～ 80％
議長 335,000 円
副議長 279,000 円
議員 246,000 円

＊特別職報酬審議会の答申を受け、平成 18 年 3月20 日から報酬の改定を行っています。基準額・率は平成 18 福岡県町村特
別職給与等基準設定審議委員会の答申分です。

情報公開  町職員の給与はこのようになっています。

　総務省による地方公務員の給与公表通知に基づき、みやこ町職員の給与状況をお知らせします。
みやこ町職員の給与は、国や他の地方公共団体の給与を考慮して、条例で定めることになっています。なお、用
いている数値は、平成 19 年 4 月 1 日現在の「地方公務員給与実態調査」及び「地方公共団体定員管理調査」など
を基にしています。
人件費の状況（普通会計決算）

区　分
住民基本
台帳人口

（19.3.31）
歳出総額 A 実質収支 人件費 B 人件費率（B/A） 前 年 度 の　

人件費率
平成 18 年度 23,178 人 10,692,713 千円 108,826 千円 2,300,539 千円 21.52% -

＊人件費には特別職に支給される給料、報酬も含まれています。＊人件費率は、歳出総額中に占める決算上の人件費の割合を
示すもので、財政運営上の一つの指標としてとらえることができます。

職員給与費の状況（普通会計決算）

区分 職員数　A 給与費 1人当りの給
与費（B/A）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　B

平成 18 年度 237人 977,247 千円 191,504 千円 398,171 千円 1,566,922 千円 6,611 千円

＊職員数は、平成 19 年 4 月1日現在の人数です。＊職員手当には、退職手当を含みません。

職員の平均給料月額・平均給与月額及び平均年齢の状況

区分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
みやこ町 352,454 円 381,822 円 45.2 歳 358,000 円 364,500 円 53.2 歳
国（参考） 325,724 円 383,541 円 40.7 歳 287,094 円 320,514 円 48.8 歳

＊一般行政職の職員とは、一般職の職員から税務職、福祉職、医師・看護保健職及び技能労務職員を除いた職員をいい、み
やこ町では192 人です。＊平均給与月額とは、給料、扶養手当、通勤手当などを加えた額です。* 参考として、平成 19 年 4 月
1日現在の国の平均給料月額及び平均年齢を載せています。

職員の初任給の状況 ( 平成 19 年 4 月 1 日現在 )

区分 みやこ町 国
初任給 採用 2 年後 初任給 採用 2 年後

一般行政職 大学卒 159,700 円 175,300 円 159,700 円 175,300 円
高校卒 138,400 円 146,700 円 138,400 円 　　  146,700 円

技能労務職 高校卒 131,500 円 139,200 円 － －
＊みやこ町の給料表は、国家公務員と同じ給料表を使用しています。

職員の経験年数別・学歴別給料月額の状況（平成 19 年 4 月1日現在）
区　　　分 経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年

一般行政職 大学卒 234,600 円 273,900 円 327,200 円
高校卒 196,200 円 242,600 円 281,500 円

＊経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合の年数です。

一般行政職の級別職員数の状況 ( 平成 19 年 4 月1日現在 )
区分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級

計標準的な 
職務内容 主　　事

係　　長
主　　査
主　　任

係　　長
主　　査

課　　長 
課長補佐
係　　長

課　　長 
参　　事

職員数（人） 6 19 51 67 21 28 19 ２
構成比（％） 3.1 9.9 26.6 34.9 10.9 14.6 100.0

＊職員は、従事する職務と責任の程度に応じて、給料表に定める級に格付けされることになっています。

部門別職員数の状況

区分

一般行政部門 特別行
政部門

公営企
業部門

合計一般行政部門（福祉関係を除く） 福祉関係部門

議会 総務企画 税務 農林水産 商工 土木 民生 衛生 教育 その他
職員数（人） 4(-1) 67( ± 0) 20(+1) 19( ± 0) 3( ± 0) 20( ± 0) 48(+1) 21( ± 0) 36(-1) 22(-2) 260(-2)

＊職員数は、一般職に属する職員であり、派遣職員を含み、臨時又は非常勤職員を除いています。＊特別行政部門には教育
長を含んでいます。（）内は前年比。　
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　年始の風物詩となった消防出初式が、1月
12 日みやこ町犀川体育館で行われました。式
典では、白石春夫みやこ町長が式辞中で「多
様化する住民からのニーズに応えるため、消
防団員のみなさんは、特に体には気をつけて
消防・救急・救急救助活動に活躍してください」
と語っていました。　

みやこの

2 話
題如

月
消防出初式

団員には悪天候に左右されない
技術がある－

安全祈願で、今年も頑張るぞ！
－勝山柔道クラブ－

　1月6 日に勝山柔道クラブ（指導者　田中廣道さん）の子
どもたちをはじめ、指導者そして保護者の 50人が黒田神社
で毎年恒例となっている安全祈願を行いました。
　安全祈願では宮司によるお払いが厳かに行われ、参加者
たちは1年間の無事に活動ができるよう祈願しました。その
後、保護者のみなさんが作った温かいぜんざいを食べ、子ど
もたちが無病息災で練習に励むことができるように、保護者
はもう一度、神社にお願いをしていました。

　昨年11 月23 日、福岡県障害
者グラウンドゴルフ大会が開催さ
れました。
本大会には県内から 31チームが
参加し腕前を競いましたが、町内
から参加したみやこ町チームが見
事団体優勝を果たしました。

お知らせ
人権擁護委員（新任）の紹介

平成 20 年１月１日付けで、長沼
加奈子（犀川喜多良）さんが新に人
権擁護委員として法務大臣から委嘱
されました。　

任期は平成 20 年１月１日～平成
22 年12 月31日（３年間）です。

太田映子さんに感謝状
　このたび、長年にわたり人権
擁 護 委 員（ 任 期・ 平 成 13 年 4
月 ～ 平 成 19 年 ３ 月 ） と し て、
常に人権尊重思想の普及高揚、
相談業務につとめられたことに
対して、法務大臣から太田さん

（犀川）に感謝状が授与されま
した。 

↑
任
期
を
終
え
、
感
想
を
語
る
太
田
さ
ん

WHAT'S
人権擁護委員とは，法務大臣が委嘱し
た民間の人たちです。この制度は，日ご
ろ地域に根ざした活動を行っている民間
の人たちが，地域の中で人権思想を広め，
人権侵害が起きないように見守り，人権
を擁護していくことが望ましいという考
えから設けられたものです。

↑委嘱を受ける長沼加奈子さん

　　　　　　　　　　月の女性学級・高齢者学級のご案内

学級 　実施日時・講師及びテーマ
　勝山たちばな大学

（場所：ゆいの郷 陶芸館）
　1日㈮13時30分～15時30分
　御手洗四十三「陶芸教室」

　伊良原ふれあい大学
（場所：ふるさと会館）

　7日㈭10時～14時
　第一部：町長白石春夫「行政について」
　第二部：川本英紀「豊津の文化財について」

　豊津平成学級
（場所：みやこ町歴史民俗博物館）

　14日㈭9時30分～11時
　博物館学芸員「企画展見学」

　勝山女性学級
（サン・グレートみやこ）

　14日㈭10時～12時
　舟川宏顕「老いを生きる」

　犀川ふれあい大学
（場所：みやこ町中央公民館）

　19日㈫10時～12時
　教育長大塲直「教育の諸問題について」
　平成19年度閉講式

　犀川女性学級
（場所：みやこ町中央公民館）

　20日㈬10時～11時30分
　久津摩守「ビューティフル・エージング」

　豊津女性学級
（場所：豊津公民館）

　21日㈭10時～11時30分
　末永弥義「奈良時代の大宰府と豊津」

　城井さわやか大学
（場所：役場城井出張所）

　22日㈮10時～12時
　教育長大塲直「教育の諸問題について」
　平成19年度閉講式

　伊良原ふれあい大学
（場所：ふるさと会館）

　29日㈮10時～12時
　教育長大塲直「教育の諸問題について」
　平成19年度閉講式

2

お問い合わせ先
生涯学習課社会教育係

☎33・3114

　式典後のアトラクションでは、雨そして風
の吹きすさぶ中、豊津方面隊（第 11 分団第
1 部：平均年齢 41.6 歳）、勝山方面隊（第
8 分団第 4、5、6 部合同チーム：平均年齢
44.5 歳）、犀川方面隊（第 4 分団第 25 部：
平均年齢 50.6 歳）による模範ポンプ操法
が行われました。

↑犀川方面隊（第 4 分団第
25 部）によるポンプ操法
→表彰状や感謝状の数々。こ
れまでの功績に伴い多くの団
員に送られました。
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コツ骨貯筋対象 ＢＣＧ予防接種 （要予約）

持参品 運動できる服装で、タオル、上履き、飲み物 日　程 13日㈬
時　間 9時30分～10時30分（受け付けは9時～） 時　間 受け付けは13時30分～14時

場　所 日　程 場　所 犀川保健相談ｾﾝﾀｰ
勝　山 ゆいの郷 5・12・19・26 日㈫ 対象児 生後３～６か月未満児

犀川保健相談ｾﾝﾀｰ 7・21日㈭ 持参品 母子健康手帳
犀　川 城井出張所 14日㈭

伊良原出張所 28日㈭ 乳児健診
豊　津 すどりの里 1・8・15・22・29日㈮

時　間 受け付けは13時30分～14時
若返りパワーアップ教室 対象児 生後4・7・12か月児

（対象者には個別通知します）
持参品 運動できる服装で、タオル、上履き、飲み物 場　所 日　程
時　間 9時30分～10時30分（受け付けは9時～） すどりの里 19日㈫

場　所 日　程 ゆいの郷 21日㈭
勝　山 ゆいの郷 6・13・20・27日㈬ 犀川保健相談ｾﾝﾀｰ 22日㈮

犀　川 犀川保健相談ｾﾝﾀｰ 5・19・26日㈫
城井出張所 12日㈫

時間 13時30分～14時30分（受け付けは13時～）
場　所 日　程

豊　津 すどりの里 7・14・21・28日㈭

ひまわり教室（ことばと発達の相談） （要予約）

日　程 5日㈫・6・13・20・27日㈬
時　間 予約制

1人1時間程度の個別相談
場　所 すどりの里
内　容 乳幼児の言葉や発達面での相談　など
対象者 町内の乳幼児とその保護者

自然工房（食育教室）定員30人 （要予約）

日　程 13日㈬
時　間 10 時～（簡単な昼食を準備します）
場　所 すどりの里
内　容 味噌づくり
対象者 町内在住のみなさん

定員になり次第締め切ります
参加費 100円

体操、教室及び保健事業については以下までお問い合わせください

健診・教室などのご案内 健康づくり課（勝山）☎ 32・2725２月 知
っ
て
い
ま
す
か
。

健
診
が
変
わ
り
ま
す

　
　

保

健師がお答えします

を
占
め
た
と
い
う
報
告
が
あ
り

ま
す
。
歯
止
め
が
き
か
ず
、
増

加
す
る
生
活
習
慣
病
を
早
く
発

見
し
、
治
療
を
始
め
る
た
め
に

も
特
定
健
診
は
大
変
有
効
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
定
健
診
で
は
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
の
基
準
に
当
て
は
ま
る
人
や

予
備
軍
は
、
生
活
習
慣
病
の
予

備
軍
と
し
て
考
え
ら
れ
、
生
活

習
慣
を
改
善
す
べ
き
人
に
保
健

指
導
を
実
施
し
、
予
防
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

リ
ス
ク
に
合
わ
せ
た
生
活
改
善
で

予
防
を
！

　

今
後
は
、
特
定
健
診
で
明
ら
か

に
な
っ
た
検
査
結
果
や
生
活
習
慣

か
ら
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
の
リ
ス
ク
を

判
定
し
、
保
健
指
導
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

保
健
指
導
の
対
象
者
を
選
ぶ
基

準
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
の
診
断
基

準
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
ま
す
が
、

い
く
つ
か
異
な
る
点
も
あ
り
ま
す
。

　

健
診
に
つ
い
て
は
こ

れ
ま
で
に
何
度
か
お
知

ら
せ
し
て
き
ま
し
た
が
、

国
の
医
療
制
度
改
革
に

伴
う
も
の
で
、
今
年
４

月
か
ら
全
国
で
一
斉
に

始
ま
り
ま
す
。

　

年
々
医
療
費
が
膨
ら

む
一
番
の
原
因
は
生
活

習
慣
病
で
す
。
こ
れ
は

医
療
費
の
問
題
だ
け
で

は
終
わ
り
ま
せ
ん
。
働

き
盛
り
の
人
が
生
活
習
慣
病
の
合

併
症
で
あ
る
心
筋
梗こ
う
そ
く塞
、
脳
梗こ
う
そ
く塞

な
ど
で
倒
れ
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う

な
る
で
し
ょ
う
か
。
自
分
の
楽
し

み
、
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
に
影

響
し
ま
せ
ん
か
。
家
族
は
ど
う
な

る
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
話
は
飛

躍
し
ま
す
が
、
国
の
生
産
力
は
低

下
し
、
国
の
経
済
に
も
影
響
す
る

で
し
ょ
う
。

　

最
近
の
健
診
結
果
で
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
の
基
準
に
該
当
す
る
人
は
、

男
性
で
約
５
割
、
女
性
で
は
２
割

平成 20 年度から特定健診（メタ
ボリック健診）、特定保健指導が
スタートします。

　動脈硬化や心筋梗塞などの死を招く疾患を促進
させるのが肥満、高脂血症、糖尿病、高血圧といっ
た生活習慣病です。
　ごく軽症時のこれらの疾患は主に早期の段階で、
一つ一つの疾病としてはそれほど身体にダメージを
与えませんが、肥満でありながら複数併せ持つ状
態をメタボリック・シンドロームと呼びます。
　このメタボリック・シンドロームは急速に動脈硬
化を進行させることがわかっています。

診断基準
ウエスト回りが男性の場合
85cm 以上、女性の場合
90cm 以上。加えて、高脂
血症、高血圧、糖尿病の
３つに診断基準が設けら
れ、それらの項目の内２つ
以上該当するとメタボリッ
ク・シンドロームと診断さ
れます。

　

ま
ず
、
空
腹
時
血
糖
値
は
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
の
診
断
基
準
で
は

１
１
０
㎎
／
㎗
以
上
で
す
が
、
特

定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
で
は

１
０
０
㎎
／
㎗
以
上
で
指
導
の
対

象
者
と
な
る
な
ど
、
や
や
厳
し
い

基
準
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る
か
ど
う
か

も
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
特
定
健
診
結
果
の
リ

ス
ク
の
数
に
よ
っ
て
、
ど
う
指
導

を
行
う
か
、「
情
報
提
供
」「
動
機

づ
け
支
援
」「
積
極
的
支
援
」
の
三

段
階
に
レ
ベ
ル
分
け
さ
れ
ま
す
。

「
症
状
が
な
い
か
ら
安
心
」
は

間
違
い
で
す

　

生
活
習
慣
病
は
「
痛
い
」
な
ど

の
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
覚
症

状
が
現
れ
た
こ
ろ
に
は
、
か
な
り

病
気
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
多

い
で
す
。
生
活
習
慣
病
は
症
状
に

出
る
前
の
早
い
段
階
で
気
づ
く
こ

と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
も

特
定
健
診
を
積
極
的
に
受
け
て
活

用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

しっかり運動、
メタボリックを
撃退！

第 2 回　みやこ町健康ウォーク

開催日　　3月23 日㈰＊小雨決行
集合場所　みやこ町役場犀川支所前
参加費　　500 円
申し込み締め切り　3月14日㈮
詳しくは今月号の折込みのチラシをご覧ください

写真は昨年の健康ウォーク
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こんにちは、食進会です

レ シ ピッ！
　昨年12 月13 日に食進会員 5人が栄養士さんと伊
良原小学校へ出前クッキングに行きました。伊良原小
学校は、児童数１１人で、教職員が８人という小さな
学校です。山あいに建っている木造の校舎は昔なが
らの建物で、とても静かで風情があり環境の良いとこ
ろです（しかし残念なことに伊良原ダムの建設に伴い、
数年後には湖底に沈むことになっています）。
　調理実習の前に栄養士さんから、市販のジュースな
どの飲み物に含まれる糖分の量、バランスのとれた食
事の組み合わせについて３０分ほどお話があり、その
後、児童たちが学校で育て収穫した “さつまいも” “ギ
ンナン” “大豆” を使った「ヘルシーさつま汁」「ギンナ
ン入り芋おやき」「豆乳茶碗蒸し」の 3 種類の料理を
みんなで一緒に作りました。でき上がった料理をラン
チルームに運び全員で楽しく会食して無事に終えるこ
とができました。児童から感想とお礼の言葉までいた
だきわたしたち一同感激いたしました。これからも各
地区でいろいろな人とのふれあいを大切にし、頑張っ
て活動していきたいと思います。

＜ねぎまなべ＞　＊材料　４人分
①長ねぎは斜め薄切り、マグロは５mm 厚さに切り、酒
大さじ１をふっておく。白菜は食べやすい大きさに切る。
しめじは根元をとりほぐす。
②鍋に煮汁を入れ、煮立てば　①を加え煮ていく。
③器に盛り　ゆず酢・こしょうを添える。

マグロ（柵）　１６０g
長ねぎ　　　３本
白菜　　　　４００g
しめじ　　　１パック
酒　　　　　大さじ１
煮汁　だし汁（昆布）700ｃｃ　
　　　しょうゆ　　　大さじ３
　　　みりん　　　　大さじ2
　　　
ゆず酢・こしょう　　各適量

（一人分栄養価）
ｴﾈﾙｷﾞｰ 塩分

147kcal 1.8g

域
調
べ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
１
年
生

は
そ
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
だ
壁
新

聞
で
日
本
新
聞
教
育
文
化
財
団
主
催
の

「
わ
が
ま
ち
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
団

体
賞
を
い
た
だ
き
、
新
聞
各
紙
で
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　

部
活
動
で
は
各
部
優
秀
な
成
績
を
残

し
て
い
ま
す
が
、
新
チ
ー
ム
に
な
っ
て

の
新
人
大
会
で
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

男
子
団
体
が
郡
大
会
に
優
勝
し
て
県
大

会
に
出
場
、
サ
ッ
カ
ー
部
は
先
月
の
こ

の
町
広
報
で
も
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
よ

う
に
、
県
大
会
で
優
勝
を
果
た
し
、
３

月
に
大
分
市
で
開
催
さ
れ
る
九
州
大
会

に
出
場
し
ま
す
。
ご
声
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

今月の一品
お勧めレシピ

冬野菜のおいしい季節。薄味でたっぷり摂れるヘ
ルシーレシピ。いかがでしょうか！

【学校紹介】みやこ町立犀川中学校 傑
作
選

み
や
こ
の
文
壇

犀
川
畦
道
俳
句
会

辻
褄
の
合
っ
た
と
こ
ろ
で
梨
を
剥
く

中
島　

京
子

冬
の
海
波
が
波
呼
ぶ
日
本
海

長
谷
川
弘
子

酔
い
し
れ
て
夕
べ
に
果
つ
る
酔
芙
蓉

有
田
美
代
子

と
よ
つ
俳
句
会

鴨
百
羽
浮
か
ぶ
湖
辺
の
レ
ス
ト
ラ
ン

樋
口　

幸
子

皺
の
手
に
孫
が
重
ね
る
お
年
玉

二
郎
丸
好
子

温
め
合
ふ
珠
の
縁
や
初
句
会

越
崎　

泉

豊
津
短
歌
会　

詠
題　
「
自
由
」

後
手
に
帯
を
結
び
鏡
を
見
る

友
と
連
れ
立
ち
同
窓
会
へ
と

福
川　

梅
香

夕
つ
日
を
織
る
が
ご
と
く
に
き
ら
き
ら
と

さ
ざ
波
光
る
川
の
面
お
も
てに

秋
吉　

光
子

つ
れ
づ
れ
に
母
の
形
見
の
帯
留
を

い
つ
付
け
ん
か
と
眺
め
て
お
り
ぬ

横
山　

捷
子

谷
の
水
引
き
て
ま
わ
れ
る
水
車
小
屋

紅
葉
の
里
に
軋
む
音
す
る

松
尾　

佳
子

勝
山
シ
ル
バ
ー
句
会

ふ
る
さ
と
に
在
る
幸
せ
や
い
ぬ
ふ
ぐ
り
徳
永　

幸
子

水
仙
を
活
け
て
女
の
道
を
知
る

黍
野　

彗
星

八
十
路
な
る
な
ほ
繕
ひ
ぬ
初
鏡

梄
原
ス
ミ
子

　校　長 小平 豊　　
　生徒数 180人
　教職員数 18人
　

所在地
〒824-0231　
みやこ町犀川本庄763

　TEL&FAX 42・0026＆42・3334

　

犀
川
中
学
校
は
昭
和
22
年
に
開
校
さ

れ
、
翌
年
に
は
城
井
村
と
の
合
併
に
備

え
、
組
合
立
犀
城
中
学
校
と
な
り
、
昭

和
35
年
に
犀
川
町
立
犀
川
中
学
校
と
改

名
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

生
徒
数
は
１
年
生
62
人
、
２
年
生
66

人
、
３
年
生
52
人
の
、
全
校
生
徒
数

１
８
０
人
で
、
勉
強
に
ス
ポ
ー
ツ
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　

本
校
の
教
育
目
標
は
、「
豊
か
な
心

を
持
ち
、
健
康
で
た
く
ま
し
く
、
意
欲

的
に
学
ぶ
生
徒
の
育
成
」
で
、「
勤
勉
、

礼
儀
、
自
律
」
の
校
訓
の
も
と
、
基
礎

的
な
学
力
を
身
に
つ
け
、
自
己
の
目
標

や
役
割
に
対
し
て
や
り
通
す
力
、
時
と

場
を
わ
き
ま
え
、
適
切
な
言
葉
や
態
度

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る

力
、
心
と
体
の
健
康
を
守
り
、
目
標
に

向
か
っ
て
や
り
抜
く
態
度
の
育
成
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
重
点
目
標
は
、

①
体
験
活
動
を
生
か
し
た
学
習
を
充
実

し
、
豊
か
な
心
（
人
間
性
や
社
会
性
）

を
育
成
す
る
こ
と

②
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
の

修
得
を
徹
底
し
、
学
習
意
欲
を
高
め
、

学
力
の
向
上
を
図
る
こ
と

③
家
庭
と
連
携
し
、
基
本
的
な
生
活
習

慣
の
育
成
に
努
め
る
こ
と
、

と
定
め
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

そ
の
中
で
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

と
部
活
動
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
本
校
で
の
「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」
で
は
、１
年
は
「
地
域
と
人
間
」、

２
年
は
「
福
祉
と
職
業
」、３
年
は
「
社

会
参
加
と
共
生
」
と
取
り
組
む
べ
き
学

習
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
今
年
度
は
３
年

生
は
環
境
の
調
査
で
、「
川
調
べ
」、
２

年
生
は
職
場
体
験
学
習
、
１
年
生
は
地

↑2年生の職場体験学習↑1年生の地域調べ（林酒造）

↑3年生の川調べ

↑県大会で優勝を果たし、大塲直みやこ町教育
長に報告するサッカー部
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み
や
こ
町
の
電
話
帳

総務課・議会事務局・企画調整課
財政課・人権男女共同参画課

→☎ 32-2511
住宅管理課 →☎ 32-2512
税務課・徴収対策課 →☎ 32-2515
住民課 →☎ 32-2510
介護福祉課 →☎ 32-8032
健康づくり課 →☎ 32-2725
会計課 →☎ 32-2517
建設課 →☎ 42-0153
伊良原ダム対策 →☎ 42-0152
農政課・農業委員会 →☎ 42-0151
犀川支所総合窓口課 →☎ 42-0001
上下水道課 →☎ 33-3113
教務課 →☎ 33-3112
生涯学習課 →☎ 33-3114
豊津支所総合窓口課 →☎ 33-3111
サン・グレートみやこ →☎ 32-5540
伊良原出張所 →☎ 43-5111
城井出張所 →☎ 42-0121
ゆいの郷 →☎ 32-6020
すどりの里 →☎ 33-5550
いこいの里 →☎ 42-1000
歴史民俗博物館 →☎ 33-4666

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
特
設
人

権
相
談
所

■
人
権
男
女
共
同
参
画
課
■

法
務
局
と
行
橋
人
権
擁
護
委

員
協
議
会
で
は
、
次
の
と
お
り

「
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
特
設

人
権
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

家
庭
内
の
も
め
ご
と
や
隣
近

所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
学
校
や
職

場
に
お
け
る
い
じ
め
、
差
別
な

ど
、
悩
み
や
困
り
ご
と
何
で
も

結
構
で
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
り
ま
す
の
で
、
ご
心
配
な

く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
・
場
所

【
犀
川
地
区
】

日
時　

2
月
5
日
㈫

13
時
30
分
～
16
時
45
分

場
所　

本
庄
地
区
学
習
等
供
用

施
設
（
文
化
会
館
）

【
豊
津
地
区
】

日
時　

2
月
6
日
㈬

13
時
30
分
～
16
時
45
分

場
所　

豊
津
隣
保
館

【
勝
山
地
区
】

日
時　

2
月
7
日
㈭

13
時
30
分
～
16
時
45
分

場
所　

サ
ン
・
グ
レ
ー
ト
み
や
こ

相
談
員　

行
橋
人
権
擁
護
委
員

協
議
会
所
属
の
人
権
擁
護
委
員

お
問
い
合
わ
せ
先

人
権
男
女
共
同
参
画
課

公
共
下
水
道
指
定
工
事
店
の
指

定
に
つ
い
て

■
上
下
水
道
課
■

受
付
期
間　

2
月
12
日
㈫
～
22
日
㈮

（
㈯
㈰
㈷
を
除
く
）

8
時
30
分
～
17
時

登
録
資
格

①
み
や
こ
町
に
登
録
を
し
て
い

る
責
任
技
術
者
を
１
人
以
上
専

属
雇
用
し
て
い
る
こ
と

②
工
事
の
施
工
に
必
要
な
機
械

器
具
を
有
し
て
い
る
こ
と

お
問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
課
下
水
道
係

農
業
集
落
排
水
指
定
工
事
店
の

指
定
に
つ
い
て■

上
下
水
道
課
■

受
付
期
間　

2
月
1
日
㈮
～
28
日
㈭

（
㈯
㈰
㈷
を
除
く
）

8
時
30
分
～
17
時

登
録
資
格

①
町
水
道
指
定
工
事
店
で
あ
る

こ
と

②
町
内
に
営
業
す
る
店
舗
を

有
し
、
工
事
の
施
工
に
必
要

な
機
械
器
具
を
有
し
て
い
る

こ
と

お
問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
課
下
水
道
係

平
成
20
年
度
「
小
学
校
及
び

中
学
校
入
学
通
知
書
」

■
教
務
課
■

　

新
１
年
生
の
み
な
さ
ん
へ

『
小
学
校
及
び
中
学
校
入
学
通

知
書
を
ご
家
庭
に
送
付
し
ま

す
。』

　

小
学
校
及
び
中
学
校
に
入

学
さ
れ
る
お
子
さ
ん
が
お
ら

れ
る
ご
家
庭
で
は
、
入
学
の

日
を
心
待
ち
に
さ
れ
て
い
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
小
学
校
新
入
学
の
対

象
と
な
る
お
子
さ
ま
は
、「
平

成
13
年
４
月
２
日
生
か
ら
平

成
14
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ

た
お
子
さ
ん
」
で
す
。

　

ま
た
、
中
学
校
新
入
学
の

対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
は
、

「
平
成
７
年
４
月
２
日
生
か
ら

平
成
８
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
た
お
子
さ
ん
」
で
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
す
で

に
入
学
通
知
書
を
１
月
31
日

㈭
ま
で
に
各
家
庭
に
届
く
よ

う
に
発
送
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
入
学
通
知
書
が
２

月
15
日
㈮
を
過
ぎ
て
も
届
か

な
い
場
合
は
、
次
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先　

教
務
課

築
城
基
地
モ
ニ
タ
ー
募
集

■
航
空
自
衛
隊
築
城
基
地
■

募
集
人
員  
10
人

依
頼
期
間　

４
月
１
日
～
３

月
31
日
の
１
年
間

応
募
資
格

①
日
本
国
籍
を
有
し
築
城
基

地
周
辺
市
町
村
の
在
住
者
で

自
衛
隊
及
び
防
衛
問
題
に
関

心
が
あ
り
、
公
平
で
建
設
的

な
意
見
の
で
き
る
人

②
次
の
職
に
該
当
し
な
い
人

ア　

国
会
議
員
及
び
地
方
公

共
団
体
の
議
員

イ　

常
勤
の
国
家
公
務
員
及

び
地
方
公
務
員

③
基
地
行
事
等
に
積
極
的
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
人

④
過
去
に
基
地
モ
ニ
タ
ー
を

経
験
さ
れ
て
い
な
い
人

⑤
成
人

応
募
方
法   

葉
書
に
、
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
・

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
次

の
連
絡
先
ま
で
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

募
集
期
間　

２
月
１
日
㈮
～

８
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

お
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
２
９
・
０
１
５
１　

築
上
郡
築
上
町
西
八
田

航
空
自
衛
隊
築
城
基
地
第
８

航
空
団
司
令
部
監
理
部
基
地

渉
外
室
広
報
班

☎
０
９
３
０
・
５
６
・
１
１
５
０

（
内
線
４
４
３
、２
０
７
）

みやこ町総合観光案内所

☎ 33-5771
木村大瓢・安閑二人展（書と刻字）

～2月11日 木村安閑さん

はがき絵・色紙展
2月13日～24日 上田則文さん

絵画展
 2月26日～3月9日 瀬口恵一さん

ギャラリー案内Ｂ
＆
Ｇ
杯
剣
道
大
会
開
催

■
み
や
こ
町
剣
道
連
盟
事
務
局
■

　

日
本
古
来
の
武
道
を
通
じ
、

精
神
の
高
揚
と
体
力
づ
く
り
は

も
ち
ろ
ん
、
青
少
年
の
礼
儀
正

し
い
人
格
づ
く
り
な
ど
を
目
的

に
第
１
回
み
や
こ
町
Ｂ
＆
Ｇ
杯

剣
道
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
々
練
習
に
打
ち
込
ん
で
い
る
、

「
剣
士
」
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

日
時　

2
月
24
日
㈰
9
時
開
会
式

会
場　

み
や
こ
町
犀
川
体
育
館

申
込
締
切　

2
月
12
日
㈫

お
問
い
合
わ
せ
先　

み
や
こ
町

剣
道
連
盟
事
務
局
（
主
管
組
織
）

み
や
こ
町
犀
川
崎
山
９
９
２
・
２

林 

龍
平　

☎ 

４
２
・
０
０
１
５

平
成
20
年
度
嘱
託
・
臨
時
等
職

員
募
集

■
募
集
担
当
課
■

臨
時
職
員

①
ゆ
い
の
郷
施
設
監
理

②
豊
津
Ｂ
＆
Ｇ
施
設
管
理

③
学
校
施
設
整
備
員

④
給
食
調
理
員

⑤
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

嘱
託
職
員

⑥
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

⑦
介
護
福
祉
課
職
員

応
募
資
格　

①
、
②
、
③
、
④

に
関
し
て
は
65
歳
ま
で
の
健
康

な
人
（
65
歳
定
年
）
⑤
は
要
普

通
免
許
（
65
歳
定
年
）、
⑥
は

社
会
福
祉
士
、
⑦
は
社
会
福
祉

士
・
保
健
師
・
正
看
護
師

勤
務
条
件　

募
集
担
当
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先
（
募
集
担
当
課
）

①
は
健
康
づ
く
り
課
（
ゆ
い
の

郷
）、
②
は
生
涯
学
習
課
（
豊

津
支
所
）、
③
④
⑤
は
教
務
課

（
豊
津
支
所
）、
⑥
⑦
は
介
護
福

祉
課

募
集
期
間　2

月
1
日
㈮
～
28
日
㈭

申
込
方
法　

履
歴
書
（
写
真
）

を
お
問
い
合
わ
せ
先
の
各
課
へ

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

町
有
地
を
売
り
ま
す■

財
政
課
■

方
法　

一
般
競
争
入
札
（
町
が

あ
ら
か
じ
め
決
め
た
予
定
価
格
以

上
で
最
も
高
い
価
格
を
つ
け
た
人

に
売
却
す
る(

地
域
限
定
型)

方

法
で
す
）

物
件　

宅
地（ 

１
９
6
．
83
㎡
）

み
や
こ
町
豊
津
４
４
３
番
10　

※
都
市
計
画
法
の
用
途
指
定

は
、
無
指
定
で
す
。
建
ぺ
い
率

70
％
、
容
積
率
2
０
０
％

現
地
説
明
の
日
時
及
び
場
所

３
月
13
日
㈭
10
時
か
ら
現
地
で

入
札
の
日
時
及
び
場
所

３
月
26
日
㈬
10
時
か
ら　
　
　

み
や
こ
町
役
場
２
階
庁
議
室

参
加
資
格　

成
年
被
後
見
人
、

被
保
佐
人
、
破
産
者
で
復
権
を

得
な
い
者
、
町
税
な
ど
の
滞
納

者
な
ど
は
除
く
。
法
人
、
個
人

い
ず
れ
も
よ
い
が
、
連
名(

共

有)

に
よ
る
申
し
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

物
件
に
つ
い
て
は
、
住
居
地

が
み
や
こ
町
豊
津
地
区
の
者

（
旧
大
字
豊
津
）
で
な
け
れ
ば

入
札
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
資
格
証

明
ま
た
は
身
分
証
明
及
び
納
税

証
明
書
な
ど
を
添
え
、
申
し
込

み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

２
月
１
日
㈮
～
３
月
12
日
㈬

お
問
い
合
わ
せ
先財

政
課
管
財
係

「
み
や
こ
町
出
前
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

■
人
権
男
女
共
同
参
画
課
■

　

ま
ち
の
将
来
を
考
え
る
！
住

民
参
画
型
へ　

テ
ー
マ　
「
人

生
を
よ
り
よ
く
生
き
る
」

　

今
日
の
高
齢
化
社
会
を
、
心

豊
か
に
生
き
が
い
に
満
ち
た
人

生
を
送
る
た
め
に
は
、
な
に
が

必
要
な
の
か
・
・
・
・
。

【
第
４
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
】

日
時　

2
月
12
日
㈫
19
時
～

場
所  

み
や
こ
町
役
場
３
階
大
会
議
室

講
師　

三
浦　

清
一
郎
さ
ん

（
社
会
教
育
シ
ス
テ
ム
研
究
家
）

【
第
５
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
】

日
時　

２
月
26
日
㈫
19
時
～

場
所　豊津

公
民
館
（
豊
津
支
所
横
）

講
師 　

大
島
ま
な
さ
ん

（
九
州
女
子
短
期
大
学
）

こ
の
機
会
に
男
女
共
同
参
画

社
会
に
つ
い
て
、
ご
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

人
権
男
女
共
同
参
画
課

INFORMATION
『
ね
ん
き
ん
特
別
便
』
の

出
張
相
談

■
住
民
課
■

 

『
ね
ん
き
ん
特
別
便
』
が
郵
送

さ
れ
た
み
な
さ
ん
へ
、
ね
ん
き

ん
特
別
便
の
出
張
相
談
を
行
い

ま
す
。
記
入
方
法
が
わ
か
ら
な

い
、
過
去
に
勤
め
て
い
た
期
間

が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
の

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

必
要
な
も
の　

ね
ん
き
ん
特
別

便
、
年
金
証
書
、
代
理
人
の
場

合
は
委
任
状

①
日
時　

２
月
27
日
㈬　

　

場
所   

中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

②
日
時　

３
月
11
日
㈫

　

場
所　豊

津
公
民
館
１
階
会
議
室

③
日
時　

３
月
26
日
㈬

　

場
所　サン

・
グ
レ
ー
ト
み
や
こ　

            

１
階
研
修
室

各
日
と
も
受
け
付
け
は10

時
～
16
時

お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課
国
保
年
金
係
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INFORMATION
戦
没
者
慰
霊
巡
拝
団
員
募
集

■
遺
族
連
合
会
事
務
局
■

先
の
大
戦
に
お
け
る
海
外
で

の
本
県
出
身
戦
没
者
を
追
悼
し
、

平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、
慰
霊

巡
拝
団
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

【
中
国
（
雲
南
地
域
な
ど
）】

巡
拝
地　

昆
明
・
芒
市
・
龍
陵
・

松
山
・
拉
孟
・
騰
中
・
上
海

期
間　

３
月
18
日
㈫
～
24
日
㈪

定
員　

20
人

申
込
期
限　

２
月
７
日
㈭

お
問
い
合
わ
せ
先　

参
加
資
格
、

費
用
な
ど
は
（
財
）
福
岡
県
遺

族
連
合
会
事
務
局

☎
０
９
２
・
７
６
１
・
０
０
１
２

恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑
留

者
、
引
揚
者
の
み
な
さ
ん
へ

■
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
■

　

恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑

留
者
、引
揚
者
の｢

ご
本
人｣

に
、

内
閣
総
理
大
臣
名
の
『
特
別
慰

労
品
』
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
（
過

去
に
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状

な
ど
を
受
け
た
人
も
対
象
）。

請
求
書
は
本
庁
介
護
福
祉
課
、

支
所
総
合
窓
口
課
に
置
い
て
い

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先　

独
立
行
政

法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

☎
０
１
２
０
・
２
３
４
・
９
３
３

（
㈪
～
㈮
、
9
時
15
分
～
17
時
15

分
、
㈯
㈰
休
）

合
同
マ
ッ
チ
ン
グ
参
加
者
募
集

■
福
岡
県
商
業
・
地
域
経
済
課
■

　

福
岡
県
で
は
、
空
き
店
舗
を

抱
え
る
県
内
商
店
街
と
出
店
希

望
者
の
情
報
交
換
・
意
見
交
換

を
行
う
「
商
店
街
・
出
店
希
望

者
合
同
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
」
へ

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

2
月
1
日
㈮
～
29
日
㈮

開
催
日
時　

3
月
19
日
㈬

13
時
30
分
～
17
時

場
所　

㈶
福
岡
県
中
小
企
業
振
興

セ
ン
タ
ー
（
福
岡
市
博
多
区
吉
塚

本
町
9
・
15
）

参
加
費　

無
料

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
商
業
・
地
域
経
済
課

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
４
２
０

平
尾
台
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

２
０
０
８

■
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
実
行
委
員
会
■

開
催
日　

3
月
23
日
㈰

10
時
～
12
時　

荒
天
中
止

会
場　

小
倉
南
区
「
平
尾
台
自
然

の
郷
」
特
設
コ
ー
ス

　

平
尾
台
自
然
の
郷
を
主
会
場
と

し
て
、国
定
公
園
平
尾
台
の
農
道
・

防
火
帯
な
ど
を
使
用
し
、
羊
群

原
な
ど
の
大
自
然
を
走
る
5.7
㎞
、

平
尾
台
自
然
の
郷
を
周
回
す
る

3
㎞
・
1.6
㎞
（
小
学
生
）・
1.2
㎞

（
園
児
）
の
各
コ
ー
ス
。
出
場
は

幼
稚
園
・
保
育
園
児
以
上
。

参
加
料　

一
般
千
五
百
円
、
高

校
生
千
円
、
中
学
生
五
百
円
、

小
学
生
二
百
円
、
園
児
無
料

募
集
期
間　

2
月
15
日
㈮
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
先　

平
尾
台
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
実

行
委
員
会
事
務
局　

☎
０
９
３
・
９
５
１
・
４
１
１
１

Mo
re

補
聴
器
相
談
（
２
月
）

相
談
日  

５
日
・
12
日
・
19
日
・

26
日
㈫
（
勝
山
地
区
の
み
５
日

の
相
談
日
は
あ
り
ま
せ
ん
）

【
勝
山
地
区
】　

場
所　

ゆ
い
の
郷
（
娯
楽
室
）

時
間　

13
時
～
14
時

【
豊
津
地
区
】　　
　

場
所　

役
場
豊
津
支
所　
　

  

時
間　

11
時
～
12
時

26
日
は
会
場
が
２
階
の
会
議
室

【
犀
川
地
区
】　　
　

場
所　

役
場
犀
川
支
所

時
間　

9
時
～
10
時

行
政
相
談
（
２
月
）

【
犀
川
地
区
】

日
時  

5
日
㈫
13
時
30
分
～
16
時

場
所　

 

本
庄
地
区
学
習
等
供

用
施
設
（
文
化
会
館
）

【
豊
津
地
区
】

日
時   

6
日
㈬
13
時
30
分
～
16
時

場
所　

豊
津
隣
保
館 

【
勝
山
地
区
】

日
時　

18
日
㈪
13
時
～
15
時

場
所 

サ
ン
・
グ
レ
ー
ト
み
や
こ

入札結果
入札日　平成19年12月14日
○みやこ町勝山体育館床全面改修工事
　平井スポーツ建設株式会社 2,600,000円
○黒田保育所キュービクル取替工事
　株式会社九電工行橋営業所  1,750,000円
○三島団地第３期解体工事
　有限会社浦田組 8,300,000円
○三島団地周辺道路（擁壁部）整備工事
　有限会社大雄産業 6,400,000円
○三島団地周辺道路（南側道路）整備工事
　株式会社コウダイ建設 4,810,000円
○三島団地周辺道路（病院側道路）整備工事
　丸山建設 2,900,000円
○祓郷小学校耐震補強工事実施設計業務
　有限会社杉設計 1,580,000円
○犀川小学校・諫山小学校耐震補強工事実施
　設計業務
 　有限会社黒田一級建築設計事務所

1,180,000円
○豊津中学校耐震補強工事実施設計業務
　奥村建築設計事務所 900,000円
入札日　平成19年12月19日
○祓郷小学校雨漏り防水工事
　津上産業株式会社 6,890,000円
○みやこ町庁舎喫煙室改造工事
　丸山建設 1,450,000円
○平成19年度犀川・八ツ溝地区配水管敷設工事
　有限会社笹山建設工業 9,090,000円
○平成19年度犀川・本庄地区配水管敷設工事
　秀泉設備工業 8,500,000円
○みやこ町犀川野球場内野整備工事
　コウフ・フィールド株式会社 1,400,000円
○起工１号　町営国作駐車場造成工事
　柴村建設 17,500,000円
○黒田305号線道路改良舗装工事
　日光建設  3,920,000円
○道路改良舗装工事（新町）
　有限会社大雄産業 5,650,000円
入札日　平成19年12月25日
○尾花原・長養団地線道路改良工事
　有限会社第一建設工業 7,860,000円
○田中中新地・為山線道路改良工事（１工区）
　塚田建設 10,400,000円
○田中中新地・為山線道路改良工事（２工区）
　宮西建設有限会社 8,364,000円
○河川災害復旧工事　扇谷川（査定196号）
　有限会社新井組 1,990,000円
○河川災害復旧工事　喜多良川（査定197号）
　原田建設 3,040,000円
○査定94-1・101号　田災害復旧工事
　行徳建設 1,150,000円
○査定94-102号　頭首工災害復旧工事
　富永興業有限会社 1,390,000円
○査定94-103号　頭首工災害復旧工事
　有限会社福緑園 4,580,000円
○査定94-104号　ため池災害復旧工事
　株式会社豊建設 1,600,000円
○査定94-105号　道路災害復旧工事
　有限会社新栄建設 2,480,000円
○査定94-2・106号　田及び道路災害復旧工事
　原田建設 1,050,000円
○査定94-3・107号　水路災害復旧工事
　森下建設 1,290,000円

お問い合わせ先　財政課管財係

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

■
寄
付
の
お
礼
■

　

小
・
中
学
校
へ
寄
付
が
あ
り

ま
し
た
。

犀
川
小
学
校
へ
教
育
図
書

犀
川
本
庄
１
３
３
９
番
地
３

合
資
会
社　

森
原
呉
服
店　
　

森
原 

貢　

様

城
井
小
学
校
へ
灯
油
２
０
０
ℓ

上
高
屋
小
学
校
へ
灯
油
２
０
０
ℓ

伊
良
原
小
学
校
へ
灯
油
２
０
０
ℓ

伊
良
原
中
学
校
へ
灯
油
２
０
０
ℓ

行
橋
市
大
橋
三
丁
目
６
番
10
号

合
資
会
社　

西
毛
糸
店　
　

西 

貞
幸　

様

く
ら
し
・
行
政
相
談
コ
ー
ナ
ー

■
総
務
省
九
州
管
区
行
政
評
価
局
■

　

九
州
管
区
行
政
評
価
局
で
は

北
九
州
総
合
行
政
相
談
所
を
次

の
と
お
り
開
設
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
（
予
約
は

不
要
で
す
）。

相
談
会
場　

い
ず
れ
の
相
談
日

も
小
倉
井
筒
屋
新
館
8
階
（
お

客
様
相
談
室
）

☎
０
９
３
・
５
３
１
・
６
７
１
０

相
談
日   

毎
週
㈮
10
時
～
16
時

●
相
談
内
容　

年
金
、
社
会
保

険
、
雇
用
・
労
災
保
険
、
労
働

条
件
、
労
務
管
理
な
ど
の
相
談

相
談
日　

2
月
1
日
㈮
10
時
～
16
時

相
談
担
当
機
関　

福
岡
県
社
会

保
険
労
務
士

●
相
談
内
容　

登
記
・
人
権
な

ど
の
相
談

相
談
日　

2
月
8
日
㈮
13
時
～
16
時

相
談
担
当
機
関　

福
岡
法
務
局

●
相
談
内
容   

税
務
に
関
す
る
相
談

相
談
日　

2
月
15
日
㈮
10
時
～
16
時

相
談
担
当
機
関　

九
州
北
部
税

理
士
会

●
相
談
内
容　

相
続
・
遺
言
、

借
り
地
・
借
家
、
登
記
、
金
銭
・

契
約
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談

相
談
日　

2
月
22
日
㈮
13
時
～
16
時

相
談
担
当
機
関　

福
岡
県
司
法

書
士
会

●
相
談
内
容　

行
政
一
般
の
相
談

⑥
相
談
日   

毎
週
㈮
10
時
～
16
時

相
談
担
当
機
関　

九
州
管
区
行

政
評
価
局

お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
省
九
州
管
区
行
政
評
価
局

☎
０
９
２
・
４
３
１
・
７
０
８
１

新
型
車
両 

試
乗
会
参
加
者
募
集

■
平
成
筑
豊
鉄
道
■

平
成
筑
豊
鉄
道
で
は
、
今
年

３
月
に
貸
切
・
イ
ベ
ン
ト
列
車

用
レ
ト
ロ
調
車
両
の
導
入
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
車
両
の

試
乗
会
を
実
施
し
ま
す
。

多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

開
催
日　

３
月
９
日
㈰

試
乗
区
間　

金
田
駅
→
直
方
駅

→
金
田
駅
（
約
50
分
）

※
金
田
駅
を
13
時
20
分
発
ま
た

は
14
時
20
分
発
の
ど
ち
ら
か
で

す
。
列
車
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

募
集
人
員　

80
人（各

40
人
×
２
回
）

募
集
期
間　２

月
１
日
㈮
～
15
日
㈮

（
当
日
消
印
有
効
）

応
募
方
法　

往
復
ハ
ガ
キ
に
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
１
枚

の
ハ
ガ
キ
で
４
人
ま
で
）。

　

な
お
、
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
先　

〒
８
２
２
・
１
２
０
１

福
智
町
金
田
１
１
４
５
・
２

平
成
筑
豊
鉄
道
株
式
会
社
「
新

型
レ
ト
ロ
調
車
両
愛
称
募
集
」

係☎
０
９
４
７
・
２
２
・
１
０
０
０

（
平
日
９
時
～
17
時
30
分
）

金
梅
市
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業

■
美
夜
古
青
年
会
議
所
■

場
所　

大
韓
民
国
・
金
梅
市

参
加
対
象
者　

行
橋
市
、
京
都

郡
小
学
校
新
5
・
6
年
生

日
程　3

月
29
日
㈯
～
31
日
㈪
2
泊
3
日

募
集　

30
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

　

参
加
者
は
2
月
24
日
㈰
に
行

い
ま
す
参
加
者
説
明
会
へ
の
参

加
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

参
加
費　

二
万
五
千
円

募
集
期
間　2

月
1
日
㈮
～
13
日
㈬

お
問
い
合
わ
せ
先　

㈳
美
夜
古
青
年
会
議
所

☎
２
２
・
９
３
５
１

Calendar         2 月
2日 ふれあい教室

9時30分～（勝山体育館）
7日 初心者男性料理教室　予約制

9時30分～13時（すどりの里）
12日 みやこ町出前フォーラム

19時～（みやこ町役場3階大会議室）
13日 BCG予防接種

13時30分～14時（犀川保健相談ｾﾝﾀー ）
自然工房（食育教室）予約制

10時～（すどりの里）
14日 初心者男性料理教室　予約制

9時30分～13時（すどりの里）
19日 乳児健診

13時30分～14時（すどりの里）
21日 乳児健診

13時30分～14時（ゆいの郷）
22日 乳児健診

13時30分～14時（犀川保健相談ｾﾝﾀー ）
24日 三重塔まつり

10時～16時（豊前国分寺公園）
B&G杯剣道大会

9時～（犀川体育館）
26日 みやこ町出前フォーラム

19時～（豊津公民館）
28日 初心者男性料理教室　予約制

9時30分～13時（すどりの里）
29日 納期限

国民健康保険税第8期
介護保険料　普通徴収第8期

３月
1日 ふれあい教室

9時30分～（勝山体育館）
5日 献血

10時～15時15分（犀川保健相談ｾﾝﾀｰ）

「平成１９年度三重塔まつり」開催

日時　２月24日㈰１０時～１６時
場所　豊前国分寺跡公園（みやこ町国分）
内容　 少年少女俳句表彰
　　　 一般俳句大会
　　　  野点・出店（特産品販売他）
　　　 文化財行事再現

（護摩焚き・火渡り）
その他　雨天の場合、内容に一部変更有
主催　　三重塔まつり実行委員会
お問い合わせ先　　生涯学習課文化係
☎ 33・4666（みやこ町歴史民俗博物館内）
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　このコーナーでは、発行月に１歳のお誕生日を迎えるお子さんの写真を掲載しています。
　掲載対象者は 1 月１日現在の住民基本台帳を基に抽出しています。

Happy Birthdayお誕生日おめでとう

２月の子育て支援センターのイベント
□ゆいの郷（勝山）  

日時

7 日㈭ 11 時～

内容

豆まき

14日㈭10時30分～ このゆびと～まれ
高尾ノリ子さん

20 日㈬ 10 時 30 分～
講演会「絵本を楽しもう」
講師　ひだまりの会

14日のみ犀川保健相談センターで7、20日はゆいの郷で行われます。
連絡先：勝山子育て支援センター☎ 32・2176

□すどりの里（豊津）☎ 33・4152

日時 12 日㈫ 10 時 30 分～ 内容
講演会「元気なからだをつくるために」
講師　医師　中村泰久先生

22 日㈮ 11 時～ おひな様祭り（要予約）
22日は祓郷保育所で行われます。
連絡先：豊津子育て支援センター☎ 33・4152

平成 19 年 2 月 2 日

植村 鉄
てっしん

心ちゃん（犀川）

平成 19 年 2 月 2 日

藏本 優
ゆ づ き

月ちゃん（勝山）

平成 19 年 2 月 6 日

伊佐山 輝
ひかる

ちゃん（勝山）

平成 19 年 2 月1 日

丸山 士
し ゅ う

侑ちゃん（豊津）

平成 19 年 1 月 24 日

石迫 希
き よ

予ちゃん（勝山）

お詫びと訂正
赤ちゃんの名前で掲載ミ
スがありましたので、お詫
びし、訂正いたします。

今月の催し
＜土曜日のおはなし会＞　4 才くらいから
中央図書館　毎週土曜日 14 時 30 分から
２月 23 日は「おひさまの会」によるおはなし会
犀川図書館　2 月 9、23 日 14 時から
２月９日は「きのこの子」によるおはなし会
勝山図書館　毎週土曜日 14 時 30 分から
２月 23 日は「もこもこ」によるおはなし会

＜ひよこのおはなし会＞　１～ 3 才くらい
勝山図書館　2 月 1 日・15 日㈮ 10 時 30 分から

＜映画会＞
中央図書館視聴覚室　14 時から
2 月10 日㈰（一般向け）
｢ウィニング★パス｣（108 分）2003 年制作　
舞台は北九州。車椅子バスケを描いた青春映画。

2 月 24 日㈰（児童向け）
「サンゴ礁伝説　青い海のエルフィ」（72 分）
長編名作アニメシリーズ

＜ギャラリー＞　観覧無料
　みやこ町中央図書館では、今年５月～来年３月までの
ギャラリー出展者を募集しています。出展期間は一か月
です。あなたの自慢の作品を展示してみませんか。
　詳しい内容はみやこ町中央図書館までお問い合わせ
ください。

中央図書館☎ 33・1040　犀川図書館☎ 42・3330　勝山図書館☎ 32・3455
図書館ホームページアドレス　http://www.town.miyako.lg.jp/library/top.jsp

図書の寄贈ありがとうございました。（敬称略）
小宮孝子 / 鶴田美喜 / 徳永髙男 /（株）学習研究所 /（株）
日本アイ・ジー・エー/ おいでよ堺２１実行委員会 / 九州
産業大学美術館 / 九州電力株式会社 / 現代書林 /（財）
大同生命国際文化基金 /（財）全国地域情報化推進協
会 / 産調出版 /（社）日本ユネスコ協会連盟 / チーム・
マイナス６％運営事務局 / 日中韓子ども童話交流事業実
行委員会 / 福岡県社会福祉協議会

2 月・3月の休館日（全館共通）
2 月 4 日 /11 日 /12 日 /18 日 /25 日 /29 日
3 月 3 日 /10 日 /17 日 /20 日 /24 日 /31 日

Library

新着案内　
　新着資料の一部を紹介します。貸出中の場合は予約
できます。
＜一般書＞

（文芸書）
『星へ落ちる』金原ひとみ　集英社 /『商人龍馬』津本
陽　日本経済新聞社 /『三世相』松井今朝子　角川春
樹事務所 /『先生と僕』坂木司　双葉社 /『カツラ美容
室別室』山崎ナオコーラ　河出書房新社 /『チェスト！』
登坂恵里香　ポプラ社 /『たいがいにせえ』岩井三四二
光文社 /『いのちのパレード』恩田陸　実業之日本社 /『リ
リイの籠』豊島ミホ　光文社 /『妖怪変化』あさのあつ
こ　講談社 /『母べえ』野上照代　中央公論新社 /『靖
国への帰還』内田康夫　講談社 /『悶絶スパイラル』三
浦しをん　太田出版 /『冷蔵庫のうえの人生』アリス・カ
イパース　文藝春秋

（その他）
『紀行日本』中山昭吉　東方出版 /『「朝３０分」を続け
なさい！』古市幸雄　アスコム /『親の品格』坂東眞理
子　ＰＨＰ研究所 /『カップケーキの本』まちやまちほ
主婦の友社 /『新手話ハンドブック』全日本ろうあ連盟
三省堂 /『余命１ヶ月の花嫁』ＴＢＳ「イブニングファイブ」
マガジンハウス /『脱線者』織田裕二　朝日新聞社 /『超
恋愛』林真理子　江原啓之　マガジンハウス
＜児童書＞　

『ストーブのふゆやすみ』村上しいこ　ＰＨＰ研究所 /『「さ
やか」ぼくはさけんだ』岩瀬成子　佼成出版社 /『ベス
とアンガス』マージョリー・フラック　アリス館 /『ねこ
のおんがえし』中川李枝子　のら書店 /『四字熟語ショウ』
中川ひろたか　ハッピーオウル社 /『はいいろねずみのフ
レイシェ』アンケ・デ・フリース　文渓堂 /『新しい道徳』
藤原和博　筑摩書房 /『エイズの村に生まれて』後藤健
二　汐文社　

平成 19 年 2 月15 日

長野 航
こ な ん

南ちゃん（豊津）

平成 19 年 2 月 28 日

中島 悠
ゆ う が

我ちゃん（豊津）

平成 19 年 2 月 9 日

吉留 好
よ し き

紀ちゃん（豊津）

平成 20 年度　放課後児童クラブ入所児童募集
平成 20 年度の放課後児童クラブの入所申請を受け付けます
受付期間　～2 月29 日㈮まで（㈯、㈰を除く）※受付期間が 2 月29 日までに変更になりました
受付場所　役場住民課児童係・犀川支所総合窓口係
入所基準　放課後帰宅しても児童だけになる家庭の小学校１年生から３年生までの児童
お問い合わせ先　住民課児童係☎ 32・2510（内線 126）
町内の児童クラブ一覧

児童クラブ名 住　　所 月～金曜日 土曜日 電話番号
勝山児童クラブ 勝山大久保 放課後～19 時 7 時 30 分～１９時 ☎ 32・4775
のぞみ保育園児童クラブ 犀川本庄 放課後～18 時 8 時 30 分～１８時 ☎ 42・1212
飛龍保育園児童クラブ 犀川大熊 放課後～18 時 8 時 30 分～１８時 ☎ 42・2611
城井保育園児童クラブ 犀川木井馬場 放課後～18 時 8 時 30 分～１８時 ☎ 42・0223
のびのび幼稚園児童クラブ 犀川本庄 放課後～18 時 8 時 30 分～１８時 ☎ 42・0409
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男 　10,826人 女 　12,169人 計 　22,995人 世帯 8,583戸（12月末現在の住民基本台帳人口から）

航
海
記

　

柳
瀬
営
農
組
合
が
農
林
水
産
大
臣

賞
を
し
、
こ
の
記
念
祝
賀
会
が
１
月

19
日
に
ユ
ー
タ
ウ
ン
犀
川
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
最
近
で
は
、
テ
レ
ビ
な
ど

で
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
が
増
え
た

柳
瀬
営
農
組
合
。

　

農
林
水
産
大
臣
表
彰
は
コ
ツ
コ
ツ

と
積
み
上
げ
ら
れ
た
営
農
組
合
の
み

な
さ
ん
の
努
力
の
賜
で
す
。

　

昨
年
の
世
相
を
表
す
漢
字
は「
偽
」。

食
品
に
関
し
て
偽
装
を
行
う
会
社
が

相
次
い
で
発
覚
し
、
わ
た
し
た
ち
の

「
食
」
へ
の
関
心
が
急
速
に
高
ま
り
ま

し
た
。
毎
日
口
に
す
る
食
べ
物
だ
か

ら
こ
そ
、
安
全
で
安
心
し
て
食
べ
る

こ
と
の
で
き
る
も
の
を
消
費
者
自
身

が
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

生
産
者
の
顔
が
わ
か
る
農
産
物
を
購

入
す
る
よ
う
心
が
け
、
そ
し
て
「
地

産
地
消
」
と
い
う
時
代
が
ま
さ
に
き

た
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

わ
た
し
だ
け
で
な
く
子
ど
も
た
ち

の
た
め
、
そ
し
て
今
後
つ
な
が
っ
て

い
く
で
あ
ろ
う
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
た
め
に
自

分
の
責
任
で
食
材
を
選
ば
な
け
れ
ば

と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

営
農
組
合
の
み
な
さ
ん
、
こ
の
度

の
受
賞
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
後
は
、
柳
瀬
営
農
組
合

に
追
い
つ
き
追
い
越
せ
と
い
う
団
体

が
数
多
く
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、

日
本
の
「
食
」
の
未
来
の
た
め
、
他

の
団
体
へ
の
ご
指
導
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

香
月

と
も
に
自特

産

品
然
薯
作
り
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か

成
14
年
6
月
に
発
足
し
た

豊
津
町
「
自じ
ね
ん
じ
ょ

然
薯
」
生
産

組
合
（
現
在
で
は
、
み
や
こ
町
「
自

然
薯
」
生
産
組
合
［
組
合
長　

中
村

一
二
三
さ
ん
］）。
農
業
に
関
し
て
、

素
人
集
団
10
人
が
豊
津
町
の
産
業

の
発
展
に
な
れ
ば
と
考
え
、
自
然
薯

作
り
に
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
自
然
薯
に
目
を
つ
け
た
の

は
、
築
城
町
（
現
築
上
町
）
の
寒
田

地
区
が
自
然
薯
作
り
に
成
功
し
、
町

の
特
産
品
と
し
て
売
り
出
し
た
の

を
知
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
生
産
組
合
が
発
足
す
る
1
年
前

の
平
成
13
年
に
は
寒
田
地
区
に
出

か
け
、
1
年
間
を
か
け
て
自
然
薯
の

作
付
け
、
管
理
な
ど
を
研
修
し
ま
し

た
。

　

同
組
合
で
は
五
畝
で
約
千
本
栽

培
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
寒
田
と

豊
津
で
は
自
然
条
件
な
ど
が
異
な

る
た
め
、
寒
田
の
生
産
方
法
は
そ
の

ま
ま
活
用
で
き
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、

歩
留
ま
り
（
作
付
け
に
対
す
る
収
穫

の
割
合
）
が
悪
く
、
現
在
で
は
豊
津

に
合
っ
た
方
式
を
研
究
中
で
す
。

　

ま
た
、
後
継
者
育
成
な
ど
に
も
熱

心
で
、
友
人
が
苅
田
町
の
白
川
で
自

然
薯
を
作
り
た
い
と
い
う
こ
と
で

林
さ
ん
を
訪
ね
て
き
た
と
き
も
、
林

さ
ん
の
知
り
得
る
す
べ
て
の
技
術

を
伝
え
ま
し
た
。そ
の
熱
意
が
実
り
、

現
在
で
は
苅
田
町
の
特
産
品
の
一

つ
と
し
て
町
内
外
で
販
売
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
「
組
合
員
が
一
人
で
も
増
え
、
築

上
町
や
苅
田
町
に
負
け
な
い
く
ら

い
の
特
産
品
を
作
り
た
い
と
い
う

夢
を
持
っ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち

と
自大

き

な

夢

然
薯
作
り
に
取
り
組
み
ま
せ

ん
か
」
と
林
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

み
や
こ
町
「
自
然
薯
」
生
産
組
合

事
務
長　

林  

利
晴
さ
ん

☎
３
３
・
２
３
６
２　

種芋は産地からの購入、もしくは
前年の芋を切断（90g に統一）し
て、25 ～ 28℃の温室で発芽目だ
しを行います。この温度を調整す
る機器は中村組合長と林事務長の
２軒にしかありませんが、約 2,500
本を発芽させることができます。
3 月から種芋の発芽作業に取り掛
かります。

筒の広い部分に種芋を置
きます。発芽したつるは
上へ上へと伸び、自然薯
は筒の中へ中へと伸びま
す。

五畝の畑でみやこ町の特
産品づくりにまい進する
生産組合の林利春さん。

平


